
令和３年７月１日 

 

報道機関各位 

 

                  青森県危機管理局防災危機管理課 

                       

青森県災害警戒本部の設置について 

    

 三沢沖で発見され、現在八戸港内で一時水中保管されている不発弾の処理に対する警戒に

万全を期するため、下記のとおり「青森県災害警戒本部」を設置したのでお知らせします。 

 

記 

 

１ 設置日時  令和３年７月１日（木）午後１時００分 

 

２ 本部名称  青森県災害警戒本部（本部長：危機管理局長） 

 

３ 不発弾処理の概要 

（１）発見日時   令和３年４月２３日（金） 

（２）発見場所   三沢沖約２２ｋｍ 

（３）弾種・数量  不明（信管は確認できないが装着されていると推定できる 

不発弾）１発 

（４）水中保管場所 八戸港内（40-33.0N 141-32.5E） 

（５）処理場所   八戸港内（40-32.6166N 141-32.6166E） 

（６）処理方法   水中爆破処理による安全化 

（７）処理実施者  海上自衛隊大湊地方総監部 

（８）処理年月日  令和３年７月７日（水）午後１時開始予定 

（９）規制区域   航泊禁止区域（別図参照） 

          海中侵入規制対象区域 上記（５）を基点として半径３０００ 

メートル円内海域 

          上空侵入規制対象区域 上記（５）を基点として半径２０００ 

メートル円内で上空５５メートル以下 

          ※午前９時から午後２時頃まで規制予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道機関用提供資料 

担当課 

担当者 

危機管理局防災危機管理課 

危機管理対策ＧＭ 蒔苗 伸郎 

電話番号 直通 ０１７－７３４－９０８８ 

内線 ４１２０ 

報道監 危機管理局次長 坂本 敏昭 



円形（細線）
水中保管位置（北緯４０度３３分、東経１４１度
３２．５分を中心とした半径４００メートルの円
内海域は航泊禁止）

円形（太線）
爆破処理位置（北緯４０度３２．６１
６６分、東経１４１度３２．６１６６分
を中心とした半径５００メートルの
円内海域は航泊禁止）

長方形（破線）
水中保管位置から爆破処理位置へ移動の間、
ア 八戸港白銀北防波堤灯台から真方位３５４度約１２４０メートル
イ 同灯台から真方位３２０度約１４５０メートル
ウ 同灯台から真方位８５度約７４０メートル
エ 同灯台から真方位２９度約９０メートル
を結んだ線に囲まれた海域は航泊禁止
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別 図

八戸港白銀北防波堤灯台

水中爆破による衝撃波の影響
半径３０００メートル円内海域


